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ゲーテの 『ファウス ト』の全体 を概観する時に、第1部 では グレー トヘ

ンが基軸 となり、第II部 においてはヘ レナにまつわる悲劇の推移展開が中

心 となっている。その構成原理か ら見ると、第1部 と第II部 の相違は時間

と空間であり、第1部 ではファウス トが時間の経過の中で体験 したことが、

並列されてお り、第II部 では広大な地霊空間のなかの様 ざまな空間が同一

時間上に並存 しているのである。(注1)さらに内容的には第1部 では 日常的、

現実的な人間の営為が中心 とな り、第II部 では超現実的、不可解なものの

登場で大いに人びとの恒常性 を揺さぶ るのである。形態の国に住む母たち、

人造人間ホムンクルスの出現、不気味な妖怪、妖魔たちの乱舞、扨はエン

テレヒーの作用になるファウス トの不死なるものの天界での浮遊 と枚挙に

いとまがない。

「暗い廊下」の場ではヘレナ をめ ぐってファウス トがメフィス トーフェレ
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野 原 章 雄

スを教唆煽動 した り、その反対にメフィス トーフェレスがファウス トの提

案する難題 を諌めた り、たしなめたりする情景によく出会う。こうした写

実的事象の曲折 を踏まえながら、詩人としてのゲーテというよりも自然科

学者 としてのゲーテ像をここに追ってみる。いわゆるこの 「母たちの場面」

には原植物、原動物、原岩石等の形態学上の生成展開 を予見させ 、投影す
り くラ む

る もの が 秘 め られ て い る の で あ る。 こ こ で 言 うゲ ー テ の 造 語 に な る形 態学

とは どん な学 問 な の で あ ろ うか 。

こ の 形 態 学 と は 形 態 の 学(Gestaltlehre)と い う よ り も 、 形 成 の 学

(Gestaltungslehre)で あ る とい った 方 が 、 ゲ ー テ の 真 意 に よ り近 い と言

え よ う。(注2)

さ らに ゲー テ の 創 始 した 形 態 学 の 説 明 が あ る 。 形 態 学 一 形 態 の部 分 と全 体

の 考 察 。 他 の こ とは 何 も考 慮 す る こ とな く、 形 態 の 一 致 と差 異 を考 察 す る

もの 。 その 補 足 説 明 と し て こ うあ る。「形 態 の 部 分 」 とは 、植 物 に お け る基

本 的 な器 官 とい うべ き原 葉(Urblatt)や 動 物 に お け る基 本 的 な 器 官 とい う

べ き原 椎 骨(Urwirbel)と 、 これ らの 変 化 した諸 形 態 を指 して い る。(注3)

この よ う な定 義 を ふ ま え な が ら 「母 た ちの 場 面」 を考 察 す る。

(1)

第II部 第1幕 の 『皇 帝 の 宮 城 』 の 中 に 「暗 い廊 下 」 とい う場 面 に 母 た ち

が 登場 す る。 母 た ち に 象 徴 性 を持 たせ る ため に は 悪 魔 の メ フ ィス トー フ ェ

レス(以 下 メ フ ィ ス トと記 す 。)の 素 性 を 明 らか に す る 必要 が あ ろ う。

メフ ィス トは空 間 的 時 間 的 に制 約 され て い る北 欧 の 妖 怪 で あ り、 キ リス ト

教 の世 界 の 罪 深 い もの の 代 表 的 存 在 で あ る。VaterallerHindernisse.(V.

6205)(あ ら ゆ る妨 げ の 親 元)で あ り、万 物 が 滅 亡 す る こ と を常 に 願 望 して

い る陰 気 な 霊 で あ る た め に 万 物 の 永遠 の 形 態 の根 源 に あ る 「母 た ち」 に つ

一57一



『ファウス ト第II部 』 の 「暗い廊下」の場について

いて語ることは気が重 く消極的にならざるをえない。この万物の滅亡の霊

であることは1339行 に次の ようにある。

「私は常 に否定する霊です。それも当然です。 というのは生 じるものは

すべて滅亡する価値があるものなので。それなら何にも生 じてこない

方がもっといいわけです。」

一方、母 たちはこの世にあるものの永遠の守護者 ともいえる存在であった

か らメフィス トにとっては母たちはなじみのない異教に属するものでした。

「私はあの異教の民と関係ありません、あれは独自の地獄に住んでいる。」

(6209彳于)

このようにメフィス トは言 う。地獄は本来悪魔の領域のはずであるのに、

母たちの住みかであると言って自分 を善 人ぶ らせ ることの滑稽 さが出てい

る場である。「母たち」はファウス トのように死ぬべ き運命にある人には知

られずに、メフィス トのような悪魔にとっては、その名も呼びた くないほ

どきらわれるAmbivalenzな 面を持つのである。

(2)

ゲーテはこの母たちの由来についてエ ッカーマンに意味深長そうに概要

を話 している。

母たち!母 たち!一 何んて風変わ りな響 きだろう!

厂これ以上、君に明かすわけにはいかない」
む くコ む

厂た だ
、 私 が プ ル タル コ ス の 中 に 、 ギ リシ ア の 古 代 で は 、母 た ちが 神 と

して 語 られ て い た こ と を発 見 した とだ け は 言 って お こ う。 伝 承 の 力 を

借 りた の は こ れ だ け で 、 あ とは私 自身 の創 意 で あ る。」

(1830年1月10日 日曜 日)

プ ル タル コ ス(Plutarchos,46頃 ～119以 後)の 『英雄 伝 』 の 中 の 第20章
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野 原 章 雄

に出て くる『マル ツェル ス伝』に母 た ちにつ いての詳 述が 見 られ る。Engyium(エ

む む む

ンギィウム)は 大 きくはないが、シチ リア島では非常に古い町で、母たちと

呼ばれた女神たちが現われたことでその名を知 られている。名望 のある市
ゆ くケ くユ

民のニーキアスは 自分が まるで母たちに憑かれたかのように狂った様子 を

したので、カルタゴ人に引きわたされることから逃れることがで きたとあ

る。さらにプルタルコスの 『神託の崩壊について』の中の第22章 によると、

プラ トン(Plato,v.Ch427-347)が183の 世 界のことを語っている。これら

の世界は三角形の形に従って並べ られていた。その各々の面は60の 世界を

含み、そのへ りに三つの余った世界がある。その三角形の内部の平面はそ

れぞれの世界が共有する炉 とみなされて真理の野 と呼ばれる。ここではか

つて存在 したものやまだ存在 しているすべての物の根源、形態と原形象が

動かずに横たわっていた。永遠がこれを取 りかこみ、永遠から世 界への流

出口の如 く時間が流れ出てゆくのであった。ゲーテは1821年 にプルタルコ

スをすでに読んでいたが、『ファウス トII』の第1幕 と第2幕 の草案にはま
む くコ む

だ 母 た ち を登 場 させ て い なか っ た の で あ る。(注4)

(3)

ファウス トはヘ レナとパ リスを 「騎士の間」で余興か ら皇帝の希望に応

じてつれて くる約束をして しまう。これの実行はファウス ト単独では不可

能であったからメフィス トの黒い援助 を頼まなければな らない。そしてメ

フィス トの魔力にすがる。北方の中世キ リス ト教の世界に生息す るメフィ

ス トにしてみれば、ヘ レナ とパ リスのいる古代のギ リシア世界は異教の地

であり、出来ることならば回避 したい場所であったから、ファウス トの頼

み を容易に受諾できないでいたが、不承不承その心の うちを明かすのであっ

た。
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『ファウス ト第 皿部』の 「暗い廊下」の場 につ いて

実は高尚な秘密は打明けた くないんだが。寂 しい所に女神たちは気高

く座についている。その周囲には場所もなければ、さらには時間もな

い 。

こ の女 神 に つ い て話 す こ とは 困惑 して し ま う。それ が 母 た ち なの です 。

(6212～15彳 于)
む む む くコ

この 箇 所 につ い てE.シ ュ タ イ ガー は 言 う。 母 た ち は 存 在 す る 、 そ れ な の
む む くき くレ む くひ む む くラ

に ど こに もい な い 。 こ れ は 原 現 象 につ い て は あ て は ま らな いが 、 原 形 に つ

い て は 、 あ て は ま る。(注5)(・ 印筆者)母 た ちは フ ァ ウ ス トに と っ て は不 思 議

な 名 前 で あ り、 メ フ ィ ス トに と っ て も、 そ の 名 を 口 に した くな い ほ どで あ

る こ とが わか る。 女 神 の住 む場 所 は 通 り よ うの な い所 で 、 願 っ て も達 せ ら

れ た こ と もな く、 達 しよ うの な い所(6224行)で もあ る 。 しか も開 け るべ

き錠 や か ん ぬ き も な く、 た だ寂 し さ に追 い まわ され る(6225行)こ と を メ

フ ィ ス トは フ ァウ ス トに話 し、何 とか 心 変 りを期 待 す るの で あ っ た が 、フ ァ

ウ ス トは 母 た ち の世 界 へ 行 く決 心 は 変 らな い の で あ る 。母 た ち の 国 は と ら

え ど こ ろが な い 。永 遠 に 空 虚 な遙 か な境 に は 何 に一 つ 見 え な い の で あ っ た。

「自分 の 踏 む 足音 も聞 こ え な い しす わ ろ うに も 固 い物 が な い
。」(6247行)

宇 宙 空 間 的 景 観 で は あ るが 形 態 学 の 原 初 的 段 階 を連 想 させ る描 写 で あ る。

メ フ ィス トは 言 う。
む ゆ む くシ む む

そ れ で は 降 りて行 き な さ い。 昇 っ て 行 き な さい 、 と も言 え る 。

(6275彳于)(・ 印筆者)

母 た ちの 国 が 、地 中 に 存 在 す るの か 、天 上 に あ るの か 杳 と して 不 明 で あ る。

近 代 的悪 魔 の メ フ ィス トと い え ど も、 そ の 国 を 熟知 して い な い とい う こ と

を 印 象づ け 大 地 の 根 源 に あ る こ との神 秘 性 を一 層 助 長 す る言 葉 とな って い

る の で あ る。 フ ァ ウ ス トは メ フ ィス トか ら母 た ち の い る正 し い場 所 を嗅 ぎ

つ け る小 さな 鍵 を受 取 る。

・1



野 原 章 雄

(4)

メフィストはファウス トにむかって 「すでに造られたものから逃れて解

き放された形態の国へおいでなさい。」(6276行)と 言 う。母たちは自然の

形態の国に住み独立 した永遠の存在である。彼女たちの 厂底の底」なる国

には時間 も場所もなく虚無の世界だけが広がっている。 自然の流れのうち

で彼女たちが女神 として崇められていたのは、その存在に特別の意義 を持

たせたゲーテの生産的精神のあらわ れである。その超越的な存在は虚無の

中にあるが、「過去に存在したものと、未来に存在するであろうものの、す

べての魂 と形態が彼女たちの住む場所の無限空間の中を、雲のようにあち

こち漂い、母たちを取 り囲んでいる。」のである。

(『ゲーテとの対話』1830年1月10日 日曜 日)

彼女たちの世界には形 を有する光や音の作用がなかった。ゲーテがエッカー

マンに母たちの住む所を語っている。「今、か りに私たちの住む地球 という

巨大な天体の内部に一定の方向に何百マイル も進んで行 って も形のあるも

のには何一つ突 き当らずにすむほどの空洞があるとすれば、これが、ファ

ウストの降りて行ったあの未知の女神たちの住む所であろう。彼女たちは、

いわばあらゆる空間の外に生 きている。 というのは、彼女たちの身のまわ

りを、何一つ形あるものが囲んでいないか らである。彼女たちはまた、あ

らゆる時間の外に生きている。というのも、昇った り沈んだ りして昼 と夜

の入れかわりを知 らせる天体の輝きも彼女たちを照らさないからである。」

(1830年1月10日)

(5)

母たちはい くつかの集合体であり、集合体 として限定 された多元性の中
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『ファウス ト第II部 』 の 「暗い廊下」 の場について

に い るの で あ る。
む む くケ む くン くン くひ む くひ くレ くひ む くシ

座 っているものもあれば、立ったり歩いた りしているものもある、み

なその時のつこうです。(6286行)(・ 印筆者)

この三種類の母たちの動作につ いて考えてみたい。これらの動作は自然の

領域にある根本的所作を意味 し、人間の基本的動作の態様である。 しかし

「すわっている」ということはゲーテの自然科学研究上の視座からすれば、

鉱物的なイメージを与えるものである。「立っている」ことは植物に共通す

ることであり、「歩いている」ことは動物が神か ら与えられた行動であった。

「座 っているもの」が最初に出て くるのは明らかに自然の無機 の世界の形

成原理にならったことなのである。ゲーテの形態学では岩石の うちにも形

態をつ くろうとする意欲 と権利が内在するのであった。(注6)花崗岩の例が

あげられよう。地球生成の時にその中心が液体から固体の状態へ移行する

さいの結晶化現象で、中心か ら最 も表層に近い地殻として花崗岩が生 じた

のである。表層に最も近い ということが最初に 「座 っているもの」が登場

する理由だ。

厂立っている」 ことには、植物の成長原理に特有な傾向が秘められてお

り、全植物 界をきわだたせ る垂直傾向である。「歩 くこと」は動物の形成原

理に固有の運動で特性でもある。個々の動物の関節の可能性の ように もと

れようか。これら三種類の行動の形は生産の原理 として 「母たち」という

名において定義 されるものなのだ。つ まりゲーテにとっては、形成する原

理は同時にまた生産するものの原形でもあるからである。この三つの動作

をE.シ ュタイガーは原形の観点から岩石、植物、動物に当て嵌めるのはゲー
む む む む む む む む む む

テ に は 無 縁 の 小 さ な こ だ わ りだ と言 っ て い る。(注7)(・ 印筆者)し か し これ は

受 容 す る側 の 問 題 意 識 の違 い か ら きた こ とで あ ろ う。
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(6)

永続する形態の局面下で形成される自然が母たちの中に嵌めこまれてい

た。このことは形態 とそれを生み出す こと及び綱か ら種へのメタモルフォー

ゼを意味するのである。だか ら母たちは冥界の王のハデスではないし、パ

リスとヘレナはここでは初期 ギリシア ・ローマ時代の幻影 としても出会う

ことはないのである。人造人間のボムンクルスは動物のモナ ドとして個体

のあらゆる特徴 を具有 したが、母たちは精神的生命の中心体を与えられて

はいなかったのである。

母たちの周囲に漂 う被造物は活動するけれ ども生命はないは考えられている。

おん身たちの頭のまわりには、生命な くして動 く生命の形態が漂 って

いる(6430行)
む む む む む む 　 む む む む む む

この生 命 な くして動 く生 命 の 形 態 はゲー テの着 想 したEntelechie(エ ンテ レ

ヒー)に 他 な らな い の で あ る。エ ンテ レ ヒー 的 単 子 が 最 高 の段 階 で 人 間 の 魂

と な っ て い るの で あ っ た。(注8>

H.ジ ー ベ ッ クに よ る と、最 高 の意 味 に お け る エ ン テ レ ヒー は活 動 性 と して 、

ま た破 壊 し難 い 生 活 力 と して 大 きな 全体 的 な もの の 関 連 の 中 に現 わ れ る。

それ は 厂1個 の 永 遠 性 」 で あ る 。 自然 は エ ンテ レ ヒー が な くて は済 ま な い

が 、エ ンテ レ ヒー に は 強 力 な もの と取 るに 足 ら な い もの が あ る とい う。(注g)

生 命 の な い 形 態 に 不 滅 とか 再 生 とか 永 生 とい う言 葉 を使 うの は適 切 で は な

いで あ ろ うが 、母 た ちの世 界 で は これ らはすべ て連 続 して い る メ タモル フ ォー

ゼ な の で あ る。

か つ て光 と仮 象 の 中 に 存 在 した もの の あ らゆ る もの が 、 そ こ で動 いて

い る 。(6431行)

こ の詩 句 は ゲ ー テ が エ ッ カー マ ンに 語 る次 の 箇 所 に符 合 しよ う。「息 だ え た

も の が霊 的 被 造 物 と して母 た ち の も とに 戻 って くる。 そ して再 び新 し い生
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『ファウス ト第II部 』 の 「暗い廊下」 の場 につ いて

命が誕生する機会が くるまで彼女 たちにそれは守られているのである。」(1

830年1月10日)す べての ものが母たちのもとから再生を願 っている。

(7)

母 た ちの ま わ りに は 形 を造 っ た り形 を変 え た り、 あ らゆ る被 造 物 の 形 態

が 漂 っ て い る 、(6289行)の で あ っ た 。こ こ に は 原 形 の持 つ プ ロ メテ ウ ス的

流 動 性 が 表 れ て い る とE.シ ュ タ イ ガー は 言 っ て い る。(注10)「 形 を造 る こ

と」 と 厂形 を変 え る こ と」は 母 た ち の 永 遠 の 遊 び で あ り楽 しみ な の で あ る 。

存 在 す る も の の 原 形 と して 母 た ち は 諸 形 態 の メ タモ ル フ ォー ゼ の根 源 をつ

か さ ど って い る の で あ っ た 。

母 た ち の世 界 は た だ形 成 され た 自然 とい う諸 々 の 形 態 を保 持 して い る が 、

プ ラ トン(Plato,v.Ch.427-347)に お け る よ うな 、 あ ら ゆ る 存 在 して い る

もの の イデ ー を持 た な い と い うこ とで あ る。 美 に 対 す る イデ ー も母 た ち の

国 に は な い。 次 に ゲ ー テ の 形 態 の世 界 は 動 か な い 固 定 され た 存 在 の世 界 と

して プ ラ トン とは 異 質 の もの で生 成 の 諸 現 象 の世 界 と遊 離 した も の で は な

い。ゲー テ の 原形 の着 想 は だか らプ ラ トンか らでは な くて リンネ(Linne ,Carl

von1707-1778)に 由 来 す る こ とが 知 られ て い る 。しか しゲ ー テ は こ の植 物

体 系 の 創 始 者 と して リン ネ に 感 謝 の 念 を持 っ た が 、 この 体 系 が 自然 に は た

して 即 した もの で あ る か ど うか とい う疑 問 を い だ い て い た こ と も事 実 で あ

る。自然 自体 が個 々 の植 物 の 形 成 に お い てArt(種),Gattung(属),Klasse

(綱)に 従 って 生 長 して い るか ど うか と い う点 で あ っ た 。 ゲ ー テ の 自然 界

の 植 物 と動 物 の 形 態 原理 の 着 想 が 母 た ちの 創 造 につ な が り、 母 た ち の動 作

ふ る ま い に 自然 界 を理 解 す る手 が か りが 内 在 して い た 。『フ ァ ウ ス ト』の 中

に は 母 た ちの 他 に も擬 似 的 自然 科 学 とで も い え る錬 金術,黒 魔 術,呪 術,

妖 術,占 星 術 それ に オ カ ル トめ い た もの 等 の 中世 の 暗黒 の 部 分 が 各 所 に見
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られるが、それらは自然界の営みを知る手がか りを与えて くれるものとは

言いがたく、ましては、自然科学とは遠 く隔たっているのである。
/

(8>

最後に母たちの ところにあるDreiful3(三 本脚の香炉)に ついて考えて

みたい。

燃えている三本脚の香炉が見えてくれば、いちばん深いどん底まで達

したのです。(6284行)

この三本脚の香炉はこの場でどのような意味を持つのであろうか。一つの

見方に、これは予言の象徴で、メフィス トがファウス トに渡 した鍵 と同じ

くイメージの形成に役立たせるdramatischerBehelf(劇 の一時 しのぎ)

にすぎないという説がある。(注11)母たちの住いが 「底の底」 という最深の

場 であることから、何やら神秘的雰囲気を出している反面、稚拙で、あま

りにも人工的す ぎる添物にもなりかねないのである。

大胆にかつ積極的な仮説 として、三本脚の香炉は心的行為の具体化 したも

ので、自然の最 も内奥にあるものとしての形態を意味す るものである。

ゲーテの原岩石論を特徴的に表わしている 「花崗岩について」 という論
む む む む む む む む

文がある。「花崗岩は地球の内部の一番奥深いところにびくともせずに休 らっ

ているし、ときには地上に高 く山岳 となってz.立 ち、万物を包みこむ海
む む む くひ くひ む む

の水 もその 頂 に は 触 れ る こ とが で きな い 。」(注12)(・印筆者)この::深 い と こ ろ
む む む む む む む

に花崗岩があることは取 りもなおさず母たちの住いは花崗岩 と重なるので

あった。花崗岩の生成の過程が神秘的で火から成ったものか水か ら成った

のか確かでなく、またその組成が じつに多様で単純で無限で さえある。そ

の構成する鉱物が石英、長石、雲母の主要三物質に代表されているから、
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む くひ くひ くコ くコ くシ くラ くラ む む む

大地の核心にある三本脚の香炉の容器の部分に該当するのが花崗岩であり、
む くひ む む む くケ

三本脚は石英、長石、雲母の組成物 をあらわ し均衝のとれた形姿 となって

いるのである。三本脚の香炉はゲーテの原形の メタモルフォーゼの隠れた

表象 となっているのである。

香炉が灼熱していることはファウス トの手の中の鍵の光が人間の高度な

精神力に呼応した結果であるといえようか。母たちは、いわば無意識のう

ちに生命の形態を生み出しているもので、香炉の中でも形態が次の新たな

生成発展を待つのである。香炉は生産する原理 として諸々の形態に対す る

暗号のように母たちをうちから補強する効果があった。鍵 で香炉にふれる

と、香炉が忠実な下僕のように従い、ひとたびこれをこの世へ運んでしま

うと、あとはその所有者の思いのままとな り、希望することを実現させる

働きがあった。 しか しこれはファウス トの悪 しき道徳的世 界秩序を象徴す

ることといえるのである。

(9)

母たちは内面の世界を象徴 し、ファウス トをヘ レナへの幻覚に駆 り立て

ただけではな く戦慄を与えるほどファウス トの魂 をゆさぶるほどの女神で

あった。ゲーテがエッカーマンに語っている。「この地上の存在の発生、成

長、破滅、再生という永遠のメタモルフォーゼが母たちの間断な く続 く営

みである。」(1830年1月10日)

ゲーテが追求 してきた詩的に運命づけ られた物活論の延長に連なっていた

のが、母たちなのであった。母たちはゲーテの詩的創作にすぎないが、彼

女たちにゲーテはこの世の生命現象の原形を投射させたといえるのである。

「この地上で止むこともな く生殖によって、新 しい生命 を受けるすべての
レ

ものに女性的なるものが主に働いているように、あの創造する神々は、当

..
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然女性的 と思われるであろうし、母たちとい う神聖な名前がつけられるの

も理由のないことではないでしょう。」(1830年1月10日)こ のように続ける

のであった。ゲーテの自然科学研究の根本的な構築 となったのが、原形思

想であったか ら、母たちはゲーテにとってグレー トヘ ンに次いで自然科学

上の永遠なる女性の似姿ではないであろうか。

侍女たちに取囲まれているヘレナ

(リーペ ンハウゼンの鉛筆画)

一67一



『ファウス ト第II部 』 の 「暗い廊下 」の場について

テ キ ス ト

GoethesFaustKommentiertvonErichTrunz

(ChristianWegnerVerlag,Hamburg1963)

GoethesWerkeBd.III

(ChristianWegnerVerlag,Hamburg1967)

JohannesBertram:GoethesFaustimBlickfelddesXX.

Jahrhunderts.

(HamburgerKulturverlagG.m.b.旺,Hamburg1963)

DorotheaLohmeyer:FaustanddieWelt

DerzweiteTeilder.Di;chtung;EineAnleitung'zumLesendesTextes.

(VerlagC.H.Beck,Munchen1975)

WilhelmEmrich:DieSymbolikvonFaustII

SinnandVorformen

(AthenaumVerlagFrankfurtamMain・Bonn1964)

EmilStaiger:GoetheBd.III1814-1832

(ArtemisVerlagZurichandMunchen1979)

JohannPeterEckermann:GesprachemitGoethe

(F.A.Brockhaus・Wiesbaden1959)

注

(1)柴 田 翔 『ゲ ー テ 「フ ァ ウ ス ト」 を 読 む 』(岩 波 書 店)

1985年 、P.221参 照 。

(2)高 橋 義 人 『形 態 と 象 徴 』 ゲ ー テ と 厂緑 の 自 然 科 学 」(岩 波 書 店)

1988年 、P.168よ り引 用 。

(3)同 上 書P.174よ り引 用 。

(4)TheodorFriedrich,LotharJ.Scheithauer:Kommentarzu

GoethesFaust(PhilippReclamJun.Stuttgart1968)

・:
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S.347-348.引 用 。

母 た ち の 典 拠 と プ ル タ ル コ ス の 『神 託 の 崩 壊 に つ い て 』 を 記 述 し た

も の と し て はE.シ ュ タ イ ガ ー の 『ゲ ー テ 』(1979年)第3巻S.300～

301と 『モ ル フ ォ ロ ギ ア 』 第7号 所 収 の 高 橋 義 人 「ボ ム ン ク ル ス ー 錬

金 術 か ら 神 話 的 自然 讃 歌 へ 」(1985年)P.36-37が あ げ ら れ る 。

(5)EmilStaiger:GoetheBd.III(ArtemisVerlag,1979)S.301引 用 。

(6)高 橋 義 人 編 訳 ・前 田 富 士 男 訳 ゲ ー テ 『自 然 と象 徴 』

(冨 山 房 、1982年)のP。166参 照 。

(7)EmilStaigerは"Goethe"Bd.IIIのS。308参 照 。

(8)HermanSiebeck:GoethealsDenker(Fr.FrommannsVerlag,

Stuttgart1905)S.150引 用 。

(9)ibd.S.154引 用 。

(10)EmilStaiger:"Goethe``Bd.IIIのS.301引 用 。

(11)ErlaulerungenzuGoethesFaustII.Teil(南 江 堂 、1959年)

P.43引 用

(12)(6)の 前 掲 書P.151引 用 。

.・


